
19剖・6・30)

コ包
日

韻
〈
史
的
研
究)

(í国語学J 137集

じ

lま

め

と
の
分
野
に
お
い
て
も 、
過
去二
年
間
(昭
和
五
十
七・
五
十
八
年)
に
発

表
さ
れ
た
論
文
の
数
は
少な
く
な
い 。
限
ら
れ
た
紙
縞
で
すべ
て
に
触
れ
る
乙

と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る 。
そ
乙
で 、
新
た
な
展
開の
見
ら
れ
た
研
究を
中
心

に 、
興
味
を
感
じ
た
論
考
を
重
点的
に
取
り
上
げ
るこ
と
に
し
た 。

「
国
語
学
史」
「
国
語
研
究
資
料」
に
関
す
る
論
に
触
れ
るζ
と
も
あ
る
が 、

グ
系
統
論d
に
関
す
る
論
述
は
扱
わ
な
い 。
性
格
上 、
乙
乙
で
中
途
半
端
に
取

り
上
げ
る乙
と
を
適
当
と
感
じ
な
かっ
た
か
ら
で
あ
る 。

当
然
言
及
すべ
く
し
て
見
逃
し
た
もの
が
あ
る
で
あ
ろ
う
乙
と
に
対
し
て

は 、
お
詫び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

グ
上
代
語d
に
関
し
て
は 、
乙
の
とと
ろ
ぷ日
韻
共
時
態d
の
再
構
をめ
ぐっ

て
議
論
が
集
中
し
て
い
る 。

例
え
ば 、
森
博
達
は 、「
《日
本
書
紀》
歌
謡
に
お
け
る
万
葉
仮
名の一
特
質

漢字原音より観た書紀区分論
||」(『文

学』
必

|2 、
昭臼・
2)
以
来 、
書

紀
音
仮
名
の
精
密
な
分
析
を
通
じ
て
当
時
の
母
音
組
織
を
推
定
し 、
そ
の
成
果
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林

史

典

が
「
唐
代
北
方
音
と
上
代日
本
語
の
母
音
音
価」
(『同
志
社
大
学
外
国
文学
研

究』
回 、
昭
日・
2) 、
「
漢
字
音よ
り
観
た
上
代日
本
語
の
母
音
組
織」
(『国

語
学』
問 、
昭日・
9)
な
ど
に
示
さ
れ
た 。
乙
れ
に
対
し
て
平
山
久
雄
は 、

「
森
博
達
氏
の
日
本
書
紀α
群
原点目
依
拠
説
に
つ
い
て」
(『国
語
学』
m 、
昭

幻・
3)
で
森の
解
釈
を
疑
い 、
森
が

グ
原立日
依
拠
説d
の
根
拠
と
す
る
諸
点

につ
い
て
も
m

倭
音
説d
か
ら
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
し
た 。
森
「
平
山
久

雄
氏
に
答
え
再び
日
本
書
紀α
群
原
音
依
拠
説
を
論
証
す」
(『国
語
学』
m 、

昭
幻・
ロ)
は
平
山の
批
判に
対
し
て
反
論
する
と
と
もに
自
説
を
補
強
し
た

もの 、
ま
た 、
平
山
「
森
崎町
達
氏の日
本
書
紀α
群
原
音
依
拠
説
につ
い
て 、

再
論」
(『
国
語学』
問 、
昭
お・
9)
は
森
の
反
論
に
対
する
再
反
論
で
あ
る 。

一
連
の
論
争
を
通
し
て
論
点
も
明
確に
な
り 、
平
山
の
解
釈に
は
変化
も
見
ら

れ
た
が 、
結
局 、
森
が

グ
漢
字
原
音d
と
の
関
連
に
お
い
てα
群
(
巻
十
四
t

十
九 、
廿
四
t廿

七)
の
仮
名
と
3
群(
巻一
t

十
三 、
廿ニ
t

廿
三)
の
仮
名

に
質
的
相
違
を
認
め
る
の
に
反
し 、

平
山
が
両
群の
仮
名の
類
似
性
を
重
視
し

て
グ

倭品目
説d
を
維
持
す
る
点に
は
大
き
な
変化
が
な
い 。
結
果
的
に
見て 、

森
が
主
張
す
るα
群の
仮
名の
純
度の
高さ
は
否
定
し
難い
で
あ
ろ
う 。
し
か

し 、
そ
の
こ
と
と
H

原
音
依
拠
説H
と
の
間
に
は 、
複
雑
な
問
題
が
あ
る
の
も

事
実
で
あ
る 。
森
の
犀
利
で
紋
密な
立
論
に
も 、
平
山
の
よ
う
な
批
判
を
生
ず
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る
必
然
性
は
不
可
避
的
に
存
在
す
る
よ
うに
思
わ
れ
る 。
森の
解
釈の
正
当
性

は 、
最
終
的
に
は 、
再
構
の
結
果
を
もっ
て
証
明
さ
れ
る
と
と
が
望
ま
れ
る

が 、
乙
の
よ
う
な
意
味
で
も 、
α-
se

両
群
間
に
お
け
る
仮
名の
偏
在
をそ
れ

自
体
と
し
て
解
釈
すべ
き
余
地
が
あ
るζ
と
を
指
摘
し
た
平
山の
批
判
が 、
単

な
る
グ

偶
然
説d
と
し
て
葬
り
去
ら
れ
る乙
と
は
危
険で
あ
る
と
思
う 。

一
方 、
服
部
四
郎
は
「
過
去の
言
語
の
音
韻
共
時
態
再
構の
方
法
|l
「上
代

日本語」
を例として
|(上・

下こ(『
言
語』
ロ
17
t8 、

昭
ヂ
7
18)
に

お
い
て 、
有
坂
秀
世・
森
博
遠の
方
法
を
取
り
上
げ 、
森
に
対
し
て
は 、
ツ
の

仮
名
に
用
い
ら
れ
た
模
韻
字の
解
釈 、
麻
韻
の
再
構
音 、
イ
列
(
甲・
乙)
の

仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
漢
字の
再
構
音 、
エ
列
乙
類
の
母
音
\包\
の
処
理

等
に
関
す
る
問
題
点
を
あ
げ
て
批
判
を
加
え
た 。
こ
れ
に
つ
い
て
は
森
「
服
部

四
郎
氏
の
批
判へ」(『言
語』
ロ
lm 、

昭国-
m)
の
反
論
が
あ
り 、
ま
た 、
服

部
「
中
古
漢
語
音
と
上
代
日
本
語
音
|
官
官
J7
2
52
的
思
考を
防
ぐ
た
め
に
|l」

(『言
語』
日
|2 、

昭
回・
2)
は 、
そ
れ
に
答
え
た
もの
で
あ
る 。

服
部
と
の
議
論
を通
じ
て
も 、
森の
研
究
が
き
わ
め
て
強
靭
な
論
理
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
うと
と
が
わ
か
る
が 、
そ
れ
以
上
に 、
森の
研
究
は 、
次
の

二
点で
重
要
な
意
味
を
持っ
て
い
る
と
思
う 。
一
つ
は 、
こ
れ
ま
で
そ
の
混
質

性
を
十
分
解
明
し
得
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
き
た
万
葉
仮
名
に
よ
る
グ

漢
字
原

音d
と
の
対
照
研
究
に
新
し
い
可
能
性
を
見
出
し
た乙
と 、
も
う一
つ
は 、
そ

れ
に
よっ
て
乙
の
領
域の
研
究
を
刺
激
し 、
活
性
化
さ
せ
た乙
と
で
あ
る 。
し

か
し 、
同
時
に
ま
た 、
森の
研
究に
は 、
P

漢
字
原
音d
(
再
構
音)
と
の
対
照

研
究
がグ
音
韻
共
時
態d
の
再
構に
い
か
な
る
有
効
性
を
持っ
か 、
と
い
う
問
題

提
起
が
合意
さ
れ
て
い
る乙
と
も
忘
れて
は
な
ら
な
い 。
森の
研
究の
特
徴
は 、

「
漢
字
音
よ
り
観
た
上
代
日
本
語
の
母
音
組
織」
と
い
う
標
題
が
示
す
よ
う
に 、

内
的
再
構(
庄内冊
目白-
Eno
s可
E
Eロ)
の
方
法・
成
果
を 、
(乙
れ
ま
で
の

ヨ包
日

と乙
ろ)
あ
ま
り
参
照
し
な
い
乙
と
で
あ
る 。
そ
の
含
み
で
言
え
ば 、
例
え
ば 、

も
し
も
服
部
説
の
如
く 、
「
甲乙
両
類
の
対
立
は 、
子
音
が
口
蓋
化
し
て

い
る
か
否
か
の
対
立
で 、
中
核
母
音
音
素
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
あ
る」
の
な

ら
ば 、
「
キ
甲」
に
〔支〕・〔
脂〕
両
鼠のA
類([ι])
字
を
用
い
たα
群

の
表
記
者
は 、
「
き
乙」
に
は
そ
れ
ら
のB
類([ム戸])
字
を
用
い
る
は
ずで

あ
り 、
主
母
音
が
異
な
る
C
類の
〔
之〕
韻(['Hu-
-

T一])
字
は
用い
な

かっ
た
は
ず
で
す 。
(『
国
語
学』
問 、
幻
ペ
l
ジ 。
傍
点
は
「
展
望」
執
筆

者)
と
い
うの
は 、
原
音の
ω
355
に
02
3gz
さ
れ
す
ぎ
た
見
方
で
あ
る
か

も
知
れ
な
い 。
声
母の
問
題
に
関
してつ
け
加
え
る
な
ら 、
全
清
音
に
お
け
る

タ
行
の

グ
清
濁
異
例d
につ
い
て
も 、

し
か
し 、
清
音
仮
名
と
濁
音
仮
名と
で
は
清
潟
異
例の
性
格
が
異
な
る 。

(
中
略)
〈
定
〉
母
字の
清
濁
異
例
を〈
端
〉
母
字の
清
濁
異
例
と
同一
の
次

元
で
処
理
す
る乙
と
は
で
き
な
い 。
(『国
語
学』
印 、
臼
ペ
l
ジ)

と
い
うこ
と
で
す
ま
す
に
は 、
問
題
が
複
雑
す
ぎ
る OH
原
音
依
拠
説H
K
立つ

と
し
て 、
α
群に
は
原
音
か
らの
い
か
な
る
年
g
丘町円三宮ロ
が
あ
る
の
か 、

森の
解
釈
が
確
立
さ
れ
た
説
と
し
て
承
認
さ
れ
る
た
め
に
は 、
ま
だ
多
く
の
点

が
論
じ
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

以
上
の
ほ
か 、
服
部
は 、
「
橋
本
進
吉
先
生
の
学
恩
11『
元
朝
日世
史』
音
訳
漢
字の

使
用
法
に
言
及
しつ
つ
||」(『国

語
学』
問 、
昭
部
・
6)
お
よ
び
「
講
演
「

橋
本

進
吉
先
生
の
学
恩L
補
説
付
t

白」
(『言
語』
ロ
l3
l5、

昭日・3
I5)

で
自
説
を
平
易に
解
説
し
て
い
る 。
日目白
吉岡0
2・
H内HJヘOω何一
戸内WE丘

町同
コロロロ可
曲ロ円山
手叩
包伺}回押
〈O
毛
色帥
』口
白口口一m
E
』白唱曲ロ叩問。・
同門O
B
門『叩

〉-SFm江口
司05H
口町
三04〈
(『音
声
学
会
会
報』
m 、
昭幻-
mM)
は 、
研

究
史
を
略
説
し
な
が
ら 、
古
代日
本
語
の
母
音
組
織
を
原
始
ア
ル
タ
イ
語
の
母
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音
組
織
と
関
連づ
け
て
解
釈
し
て
い
る
が 、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
本
格
的に
論

ず
る
に
は
紙一幅が
足
り
な
い 。
沖
森
卓
也
「
古日
本
語
の
母
音
体
系」
(『国
文

白
百
合』
U 、
昭日・
3)
も 、
rro『目。ロ
の

グ
合
意
の
法
則
合ヨ句z
g­

t
g印一
一白若田)d
に
よ
りつ
つ
原
始
日
本
語
か
ら
十
世
紀
京
都
方
言
に
至る
母

音
組
織
の
変
化
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
壮
大
な
論
で
あ
る
が 、
コ
メン
ト

、す
る

に
は乙
の
「
展
望」
執
筆
者
の
能
力
を越
え
る
点
が
多い 。

グ
上
代
語d
母
音
組
織のμ
崩
壊d
を
論
じ
た
も
の
に
は
釘
賞
享「
古
代
語
何
/

似
対
立
の
崩
壊
過
程
|
特
殊
仮
名
運
例
と
平
安
朝
文
献に
お
け
るコ
の
仮
名
の
用
例
か

ら
l」(『

国
語
学』
問 、
昭
子
6)
が
あ
る 。
山川
/
山川
対
立
の
崩
壊d
に

は
結
合
単
位
の
非
第一
音
節に
始
ま
り
第一
音
節
に
終
る
と
い
う
グ一

般
的
趨

勢H
が
あ
る
乙
と
な
ど
を
指
摘
し
た
う
え
で 、
コ
の
仮
名
に
お
け
る
対
立
が
最

後
ま
で
保
存
さ
れ
た
理
由
につ
い
て
も
説
明
を
試
み 、
釘
賞
「
上
代オ
列
甲・

乙
母
音
対
立
崩
嬢の一
要
因

|機能負担量の観点から
ll」(『国

語
学』
町、
昭

白山・
ロ)
か
ら
の一
貫
し
た
解
釈
を
示
し
て
い
る 。

グ
上
代
語d
の
音
価に
関
して
は 、
久
島
茂
「日
本
書
紀のハ
行
子
音」(『
国

学
院
雑
誌』
回
17、

昭
幻・
7) 、
名
嘉
真三
成
「
奈
良
朝
中
央
語
乙
類
の

i
母
音
と
琉
球
方
言」
(『琉
大
国
語』
2 、
昭犯・
3) 、
山
田
幸
宏
「
土
佐
方

言
サ
行
子
音
と
上
代
サ
行
子
音」
(『
国
語
学』
郎 、
昭犯・
6)
な
ど
が
あっ

-a」

た 。
久
島
は 、
森
博
遠
の
成
果
をふ
ま
え
て 、
フ
で
は
仰 、
そ
の
他
の
拍
で
は

凶の
よ
う
に
推
定
し 、
山
田
は 、
土
佐
方
言
に
現
れ
る
サ
行
の
破
擦
音
を 、
サ

行
子
音の
歴
史
的
変
化
の
過
程
に
位
置づ
け
て
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る 。

形
態
変
化
に
関
す
る
論
考
で
は 、
次
の二
つ
に
触
れ
て
お
き
た
い 。
釘
貫
享

「
上一
代日
本
語-フ
行
音
考」
(『
宮
山
大
学
人
文
学
部
紀
要』
6 、
昭
関・
2)

は 、
ラ
行
音
を 、
分
布
上
の
特
徴
か
ら 、
「
上
代
に
お
け
る
語
の
音
節
数
増
加

と
か
う歴
史
的
要
請に
応
え
る
形
で
国
語
史
上に
登
場
し

た
新
允
な
音
韻
で
あ

っ
た」
と
し
て
い
る
が 、
文
法
的
性
質に
つ
い
て
の
論
及
を
欠
く
た
め 、
説

得
力
が
減
殺
さ
れ
て
い
る 。
山
口
佳
紀
「
古
代
語
に
お
け
るm
lb

間
の
子

音
交
替
につ
い
て」
(『金
田一
春
彦
博
士
古
稀
記
念
論
文
集』
1
国
語
学
編 、

昭
日-
u o
以
下
『金
田一
古
稀
論
文
集』
と
略
称)
は 、
ケム
リ
1

ケプ
リ

(
煙)
な
ど
の

グ
子
音
交
替d
につ
い
て
登
富
な
用
例
を
整
理
す
る
と
と
もに 、

そ
の
現
象
を
歴
史
的
な
変
化の
相に
お
い
て
総
合
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
も

の
で 、
叫融
密な
分
類
に 、
柔
軟
な
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る 。
山
口
自
身
が
述

べ
る
よ
う
に 、
個々
の
語
例
K
は
特
有
な
条
件
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
が 、

同
時
に 、
歴
史
的
概
念
と
し
て
の
ぷ父
替d
の
(言
語
学
的)
意
味につ
い
て

明
確な
説
明
が
必
要で
あ
る 。

毛
利正
守
に
は 、
『
万
葉
集』
等
の
字
余
りに
関
す
る
「寸
物
念」
の
訓
読
を

め
ぐっ
て」
(『
万
葉』
問 、
昭
幻・2」) 、
「
万
葉・
古
今
の
脱
落・
同
化
現
象

||言7を通じて
」
(『
国
語
と
国
文
学』
臼
!日 、

昭
幻・
日) 、
「
万
葉
集

ヤ・
ワ
行
音
を
含
む
字
余
り」(『小
島
憲
之
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
古
典
学
務』

昭
幻
-
U) 、「
万
葉
集・
オ
モ
フ
の
字
余
りと
脱
落
現
象」(『
親
和
国
文』
灯 、

昭幻・
ロ)
な
ど
の
論
が
あ
る 。
毛
利の
研
究の
概
要
は 、
服
部
四
郎
「
毛
利

正
守
氏
の寸
万
葉
集
ヤ・
ワ
行
の
音
声

l|イ・ウの場合
lL

につ
い
て」
(『言

語』
日
|8 、

昭
幻・8)
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
乙
に
省
く
が 、

グ
単
語

連
続H

H
単
語
結
合
体d
と
い
う
解
釈
と 、
字
余
り
を
生
ず
る
位
置
(
所
謂

Ha

グル
ー

プH
Hb

グル
ー

プdの
差)
と
の
関
係
が
十
分
明
ら
か
で
な
い
の
は
気

が
か
り
で
あ
る 。
な
お 、
『
万
葉
集』
の
字
余
りに
つ
い
て
は
佐
藤
栄
作に
も

「
万
葉
集の
字
余
り
と
半
母
音」(『国
語
学
研
究
と
資
料』
6 、
昭
幻・
7) 、

「
万
葉
集の
字
余
り 、
非
字
余
り
|}形式面 、
リズム面からのアプローチ
||」(『国

語
学』
郎 、
昭日・
ロ)
が
あ
り 、
乙
と
に
後
者
は 、
毛
利と
は
異
なっ
た
短

歌
の
唱
詠
法・
句
構
造
と
い
う
角
度
か
らの
考
察
と
し

て
興
味
深
いぺ
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韻(史的研究)

サン
ス
ク
リッ
ト

語
学の
立
場か
ら
『
在
唐
記』
『
悉
曇
蔵』
『
悉
曇
口
伝』

『
悉
曇
相
伝』
等の
文
献
の
記
述
や 、
『
孔
雀
経
音
義』
の
音
図に
精
綾
な
考
察

を
加
え
た
小
林
明
美
の
研
究
は
注
目
すべ
き
もの
で
あ
る 。
特
に
「
九
世
紀の

日
本
人
が
聞い
た
サン
ス
ク
リッ
ト

の
長
母
音
と
二
重
母
音」
(『
密
教
文
化』

町 、
昭幻)
お
よ
び
「
円
仁
の
長
母
音
知
覚」(『密
教
文
化』
凶 、
昭日・
2)

で
示
さ
れ
た 、
『
悉
曇
蔵』
の
「
騎
等
四
声
如
美
人
碍口
呼
之」
に
対
す
る
解

釈
は 、
こ
れ
ま
で
で
ほ
と
ん
ど
唯一
の 、
説
得
力
を
有
す
る
解
釈
で
あ
ろ
う 。

『
国
語
年
銑』
に
も
記
載
が
な
い
よ
う
だ
か
ら 、
つ
い
で
に
最
近の
論
考
を
あ

げ
て
お
乙
う 。
「
円
仁
の
記
述
す
る
サ
ン
ス
ク
リッ
ト

音
節
2
の
音
価

||九

世紀日本語音推定の試み
||」

(大
阪
外
国
語
大
学
『学
報』
臼 、
昭
出) 、
「『
悉

//
 

曇
相
伝』
に
記
述
さ
れ
るハ
の
発
音
方
法」(
大
阪
外
国
語
大
学
『学
報』
目 、

，rf
 

mm出) 、
「『
孔
雀
経
音
義』
鮒
批判の
音
図

|1行の配列について
|a」(『日

本
語・

日
本
文
化』
口 、
昭
幻・
3) 、
「
醍
醐
三
宝
院
に
伝
わ
る
小
冊
子
本
『
孔
雀
経

音
義』
の
周
辺

l五十音図史研究の準備のために
l

m」(『密
教
文
化』
川 、
昭

00
ハUJ

FD
噌i、

大
塚
光
信
「
開
会
音

llキリシタン版の表記をめぐっ寸
「|」

(『文
学』
印

ーー 、
昭幻・
1)
は 、
室
町
1

江
戸
期の
多
くの
文
献に
触
れ
な
が
ら
キ
リ

シ
タ
ン・
ロ
ーマ

字
文
献の
史
料
的
性
格
を
吟
味
す
る
と
と
も
に 、
Hオ

段
長

音H
の
開
合

グ
混
同H
の
時
期 、
東
固
に
お
け
る
グ

混
乱d
先
行
説
に
関
し
て

注
目
すべ
き
論
を
展
開
し
て
い
る 。
近
藤
政
美
「
キ
リシ
タ
ン
資
料
に
お
け
る

語
頭
のH
表
記
の
語
につ
い
て

l|ロドリゲス若『日本大文典』
の記述を
中
心に
し

て
ll」(『金

田一
古
稀
論
文
集』
昭お・
ロ)
は 、
亀
井
孝
「古
代
日
本
語
の

間
投
詞」
(『
国
語
研
究』
8 、
昭お)
に
示さ
れ
た
E"
Y乞
は
そ
れ
ぞ
れ

2企三
日

[}d曲一]・
[
Z己
と
い
う
発
音
を
写
し
た
もの
と
す
る
推
定
を
疑っ
て 、
そ
の
根

拠に
検
討
を
加
え 、
語
頭のH
は
発
音
し
な
い
と
い
う
自
説
を述べ
る
が 、
亀

井
の
解
釈
を
覆
すに
い
たっ
て
い
る
か
ど
うか
は
疑
わ
し
い 。
福
島
邦
道
「
音

韻
史に
お
け
る
寸

中
世L」
(『
国
語
と
国
文
学』
印
lu 、

昭回-
U)
は 、

M
外
国
資
料d
を
も
と
に
パ
行
軽
唇
音の
喉立日
化d

グ
促
音
と
入
声d

H
オ
段

長
音の
関
合4
等の
問
題
を
論
じ
て
い
る 。
示
唆に
富
む
論
で
あ
る
が 、
例
え

ば
「
喝
食」
の
音
訳
「
可
乙
只」
の
「
乙」
は 、
日
本
語
の
促
音
が
朝
鮮
字
音

の
舌
内
入
声
に
正
22
守
さ
れ
た
もの
と
す
れ
ば 、

日
本
語の
促
音
が
全の
よ
う
な
異様
な
表
記
で
受
け
と
ら
れ
て
い
る
と
乙

ろ
は 、
そ
の
音
価
に
つ
い
て
の一
資
料
と
な
る
もの
で
あ
ろ
う 。
(『
悶
語
と

国
文
学』
m
ーロ 、

8
ペ
ー
ジ 。
傍
点
は
「展
望」
執
筆
者)

の
よ
う
な
理
解
は
必
ず
し
も
適
切
で
ない
よ
うで
あ
る 。

杉
藤
美
代
子
「寸
四つ
仮
名」
の
混
同
と

J;
ゼ・
ゾL
|「

ダ・
デ・
ドし

の
混
同
に
関
す
る
史
的
考
察」(『樟
蔭
国
文
学』
初 、
昭日・
2)
は 、
『和
字

正
濫
抄』
『
規
縮
涼
鼓
集』
『
音
曲
玉
淵
集』
等の
記
述
を
解
釈
す
る
と
と
も
に

ス
ベ
ク
トロ

グ
ラム 、
パ
ラ
ト

グ
ラム
に
よ
る
実
験の
結
果
を
も
と
り
入
れ 、

近
畿
方
言
に
見
ら
れ
る
ザ・
ゼ・
ゾ
と
ダ・
デ・
ド

の
H

混
同d
を 、
歴
史
的

事
実
と
の
関
連
に
お
い
て
論
じ
て
い
る 。
新
し
い
角
度
か
らの
研
究
と
し
て
興

味
深い 。
な
お 、
同
じ
近
畿
方
言
お
よ
び
土
佐
方
言
な
ど
の

が
ザ
行
音・
ダ
行

音d
につ
い
て
は 、
服
部
四
郎
「日
本
語
の
「ザ

行
音L
と
1ダ

行
音L」(『言

語』
ロ
ーー 、

昭犯・
1)

で
も
触
れ
ら
れ
た 。
ま
た 、

N
四つ
仮
名d
k
関

す
る
調
査
に
は
細
川
英
雄
「
南
葵
文
庫
蔵
「
醒
陸
笑」
の
四つ
仮
名
表
記
につ

い
て」
(『信
州
大
学
教
育
学
部
紀
要』
必 、
昭
犯・
3)
な
ど
が
あ
る 。

小
松
寿
雄
「
浮
世
風
呂に
お
け
る
連
母
音ア
イ
と
階
層」(『
国
語
と
国
文
学』

日
!日 、

昭
U-
m)
は 、
『
浮
世
風
呂』
に
お
け
る
グ

速
母
音ア
イ
の
音
批
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(
母
音a
k--
が
接
し
て
グ

長
音
化d
す
る
乙
と)d
を 、
性
別・
階
層・
待
遇

法・
場
面・
他の
言
語
的
特
徴
と
の
関
速
に
お
い
て
考
察
し
た
も
の
で 、
ぷ日

批
率d
に
よっ
て
受
場
人
物
を
群
化
し 、
さ
ら
に
具
体
的
な
事
例
につ
い
て
も

検
討
を
加
え
て
い
る 。
難
解
な
テ
!?

だ
け
に 、
細
部
的
に
は
明
確
な
結
果
が

出
て
い
な
い
が 、
必
然
性の
高
い
研
究
で
あ
る
と
言
え
よ
う 。

グ
清
濁d
につ
い
て
は
遠
藤
邦
基
「寸
古
今
訓
点
抄L
の
濁
音
「読み締」
の解

釈を通して」(『奈
良
女
子
大
学
文
学
部
研
究
年
報』
缶 、
昭
幻・
3) 、
中
村
万

里
「
平
曲
譜
本の

寸
清ムL
注
記」
(『詩
文
研
究』
回 、
間
関・
ロ)
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る 。
遠
藤
の
論
は 、
同
「「
古
今
訓
点
抄L
の
声
点
その機能につい

て」
(『叙
説』
昭
貯・
叩)
と
と
も
に
『
古
今
訓
点
抄』
の
性
格
を解
明
す
る

もの
で 、
特
異
な

グ
濁
音
表
示
語H
に
対
す
る
具
体
的
検
討
を
通
じ
て

H
作
為

的
な
連
濁
形d
を
指
摘し 、

グ
他
説
(
他
流)
と
の
区
別・
相
迷
を
明
確
化
す

る
た
め
に
担型固
化
さ
れ
た
語H
を
含め
て 、
そ
れ
が

H
読
み
癖H
と
し
て
の
伝

承
に
関
連
し
て
い
る乙
と
を説い
て
い
る 。
坂
梨
隆三
「
浄
瑠
璃
本の
半
濁
音

符」
(『
人
文
科学
科
紀
要』
丸 、
昭幻・
3)
は 、
標
題
が
示
す
よ
う
に 、
近

松 、
紀
海
音
等の
浄
瑠
璃
本
に
お
け
る
半
濁
音
符の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る 。

ぷ回 一使d
を
論
じ
た
も
の
の
う
ち 、
佐
竹
英
次
「
詩
学
大
成
抄
に
お
け
る
ラ

行
四
段
活
用
動
詞の
促
音
便」(『言
語』
ロ
l7、

昭
回・
7)
は 、
『
詩
学
大

成
抄』
の
調
査
を
通
じ
て 、
出
雲
朝
子
「
抄
物に
お
け
る
ラ
行
四
段
活用
動
詞

の
音
便
形
につ
い
て」
(『佐
伯
栴
友
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集』
昭MH)
に

検
討・
批
判
を
加え 、
ラ
行
四
段
活
用
動
詞の
促
音
使
化
の
過
程
を
考
察
す

る 。
み
ず
か
ら
述べ
る
よ
う
に 、
乙
の
よ
う
な
点
を
論じ
る
に
も
考
察
の
対

象・
範
聞
が
狭
すぎ
る
の
が
難
点で
あ
る 。
岡
本
勲
「
明
治の
新
聞
と
音
便」

(『中
京
大
学
文
学
部
紀
要』
げ
|2 、

昭回・
1)
は 、
主
と
し
て
文
体(
史)

的
観
点
か
ら
明
治
末
期の
普
通
文
(
文
語)
に
お
け
る
音
便の
実
態
を
明
ら
か

に
し
て
い
る 。

金
井
英
雄
「
霊
長
声化の
史
料
と
し
て
の
声
明
|其言宗所伝の続式を資料

として
|l」

(『金
回一
古
締
論
文
集』
昭
回-
U)
は
慎重
に
論
が
述
ば
れ
て

お
り 、
断
定
的
な
結論
が
提
示
さ
れ
る
に
至っ
てい
な
い
が 、
研
究の
進
展が

望
ま
れ
る 。
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ア
クセ
ン
ト

に
関
す
る
研
究
で
は 、
や
は
り 、
高山
倫
明の
論
が
注
目さ
れ

る 。一回岡
山
は
す
で
に 、
「
原
音
声
調
か
ら
観
た
日
本
書
紀
音
仮
名
表
記
試
論」

(『語
文
研
究』
日 、
昭防・
6)
に
お
い
て 、
『日
本
書
紀』
音
仮
名
を
対
象
に

が
原
音
声
調d
と
日
本
語
音
と
の
相
関
性
を
明
ら
か
に
し 、
そ乙
に
見
ら
れ
る

分
布
上の
偏
り
が
森
博
遠の
書
紀
区
分と
も一
致
す
る
傾
向に
あ
るζ
と
を
指

抗
し
て
い
る
が 、
そ
の
後
「
書
紀
歌
謡
音
仮
名
と
原
音
声
調」
(『文
献
探
究』

印 、
昭
幻・
9)
で
そ
の
前
提
と
な
る
事
実に
再
検
討
を
加
え
る
と
と
もに 、

「
書
紀
歌
謡2
音
節
名
詞の
表
記
に
つ
い
て
アクセント語類との関連をめぐっ

て
|l」(『文

献
探
究』
辺 、
昭
回・
7)
で
は 、
音
仮
名
連
続
に
お
け
る
グ

原

音
声
調d
の
調
類
の
組
み
合
わ
せ
と
日
本
語
ア
クセ
ン
ト
と
の
関
連
を
具
体
的

に
考
察し 、
「
日
本
書
紀の
音
仮
名
と
そ
の
原
音
声
調
につ
い
て

|l上代アクセ

ン
ト
と
の
相
関
性
を
考
え
る
||」
(『
金
問
一
古
都
論
文
集』
昭
犯
・
ロ)
に
至
っ
て、

警
紀
音
仮
名
表
記の一
部に
は
述
作
時の
日
本
語
ア
クセ
ン
ト

が
反
映
し
て
い

る乙
と 、
そ
の
際
ぷ日
仮
名
原
音
声
調d
の
平
声と
非
平
声
が
対
立
的
に
機
能

し
て
い
る乙
と 、
な
ど
の
推
論
を
示
し
て
い
る 。
残
さ
れ
て
い
る
問
題
は
大き

い
が 、
書
紀
音
仮
名
か
ら
ど
乙
ま
で
具
体
的
な
ア
クセ
ン
ト

体
系
が
再
構で
き

る
か 、
将
来
が
待
望
さ
れ
る
研
究で
あ
る 。

川
本
山宗
雄
「
自
動
詞

寸
|
りL・
他
動
詞「
|シL

の
対
立
と
先
史白
本
語の



ア
ク
セ
ン
ト」

(『上
越
教
育
大
学
研
究
紀
要』
2、
昭日・
3)
は 、
比
較
言

語
学
的
な
立
場
か
ら 、
ノコ
リ・
ノコ
シ
(
残)
な
ど
の
リ・
シ
は
強さ
ア
ク

セ
ン
ト

の
違
い
に
よ
る
音
韻
の
分
裂
の
結
果
生
じ
た
語
幹
の一
部
で
あっ
た
と

推
定
し 、「
先
史日
本
語
期
の
強
さ
ア
ク
セ
ン
ト
と
そ
れ
に
伴
う
J
l
J
↓凹\同

の
推
移
を
仮
定
す
る乙
と
に
よっ
て
二
段・
一
段
活
用
の
発
達
経
過
が
明
ら
か

に
な
る
ば
か
りで
な
く 、
ル
/ユ・
ラ
ル
/-フユ
とス・
サ
ス
の
助
動
詞
の
二

重
形の
発
生
の
仕
組
み
も
説
明で
き
る」
と
し
て
興
味
あ
る
論
を
展
開
し
て
い

る 。

銀(史的研究)

右
の
よ
う
な
先
史
お
よ
び
古
代ア
クセ
ン
ト

に
関
す
る
論
考に
対
し
て 、
秋

永一
枝に
は 、
ω
「
京
大
本
「

後
拾
遺
抄
注L
声
点
考」(
早
大
大
学
院
『
文
学

研
究
科
紀
要
』

泊
、

昭
回
・

3
)

、

ω
「
天
理
本
守

散
木
集
注
L

声
点
考
」
(
『
金

田一
+口
一柿
論
文
集』
昭路-
U) 、
削
ア
ク
セ
ン
ト

史
資
料
索
引1
『
言
語
国

批

竹
柏
園
旧
蔵
本
影
印
な
ら
び
に
声
稽
索
引
』
(
ア
ク
セ
ン
ト

史
資
料
研
究
会

昭
臼
­

U)
な
ど
の
資
料
に
関
す
る
着
実
な
論
究が
あ
り 、
ω
ω
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文

献
に
対
す
る
詳
し
い
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る 。
ま
た
ω
は 、
金
田一
春
彦
『
国

語
ア
ク
セ
ン
ト

の
史
的
研
究
原
理
と
方
法』
(
昭必)
に
紹
介
さ
れ
た
文
献

(
秋
永
は
成
立
を
宝
暦
八
年
と
す
る)
の
影
印・
索
引
で 、
と
の
「
資
料
索
引」

に
は
続
刊
が
あ
る
と
聞
く 。
乙
の
よ
う
な
研
究・
刊
行
は 、
ア
ク
セ
ン
ト

史
研

究
の
可
能
性
と
精
度
を
高
め
る
で
あ
ろ
う 。
ア
ク
セ
ン
ト

資
料
につ
い
て
は乙

の
ほ
か
に 、
先に
触
れ
た
遠
藤
の
「「
古
今
訓
点
抄Lの
声
点
その機能について」

(『叙
説』
昭
幻-
m) 、
坂
本
清
恵
「
近
松
浄
瑠
璃
諮
本
に
反
映
し
た
十
七
世

紀
末
大
阪
ア
ク
セ
ン
ト」

(『国
語
学』
悶 、
昭叩ω・
ロ) 、
鈴
木
登
「寸
古
語
拾

遺L
の
声点」
(『国
文
学
研
究』
問 、
昭
日・
3) 、
坂口
至
「
漂
流
民ゴ
ン

ザ
の
ア
ク
セ
ン
ト

(上)」
(『文
献
探
究』
問 、
昭
印ω-
U)
な
ど
が
あっ
て 、

遠
藤
は
『
古
今
訓
点
抄』
の
声
点の
特
異
性を 、
坂
本
は
近
松
浄
瑠
璃
譜
本に

コ金二
日

よ
るア
ク
セ
ン
ト

研
究の
可
能
性
を 、
鈴
木
は
『
古
語
拾
遺』
声
点
本の
資
料

価
値
を
論
じ
て
い
る
が 、
特
に
坂
本
の
研
究に
は
進
展
が
期
待
で
き
そ
うで
あ

る 。ア
ク
セ
ン
ト

観 、
ア
ク
セ
ン
ト

史
観
につ
い
て
は
金
田一
春
彦
「
方
向
観に

よ
る
平
安
朝ア
ク
セ
ン
ト」

(ω0旬73
ピロ間三
E
S
己
昭
臼) 、
川
上
奏

「ア
ク
セ
ン
ト

史
をど
う
と
ら
え
る
か」
(『日
本
語
学』
2
|口 、

昭日・
日)

が
あ
り 、
金
田一
は 、
乙
れ
ま
で
の

μ
段
階
観H
に
立
ち
な
が
ら 、
平
安
朝ア

ク
セ
ン
ト

につ
い
て

P
方
向
観H
に
よ
る
独
自
の
解
釈
を
示
し 、
諸
家の

P
方

向
観d
に
よ
る
解
釈の
不
備
を
指
摘し
て
い
る 。
ま
た 、
川
上
は
自
身
の
ア
ク

セ
ン
ト

史
観
を
平
明
に
解
説
し
て
い
る 。

な
お
『
四
声井
出
合
読一調
私
記』
につ
い
て
は 、
清
水
史
「
宝
生
寺
所
蔵の

八
出
合
〉
関
係
資
料につ
い
て」
(『
国
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集』

m 、
昭
日・
3) 、
桜
井
茂
治
「
尾
崎
知
光
氏
蔵
『
四
声井
出
合
読
調
私
記』

考
|1
中
世ア
クセ
ン
ト
史の
史料と
して
||」
(『
金
旧一
古
稀
論
文
集』
昭
m・
2)

の
二
論
が
発
表
さ
れ
て
い
る 。

築
島
裕
「
仮
名
声
点の
起
源
と
発
達」
(『金
田一
古
稀
論
文
集』
昭m-U)

は 、
仮
名
に
声
点
を
加
え
た
多
くの
文
献
を
分
類・
解
説
す
る
だ
けで
な
く 、

芦
点
に
よ
る
声
認
標
示の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
い
て 、
益
す
る
とこ
ろ
が
大

き
い 。

四

漢
字
音で
は
ま
ず 、
沼
木
克
明
『
平
安鎌
倉
時
代
に
於る
日
本
漢
字
音に
就

て
の
研
究』(武
蔵
野
容
院 、
昭
幻・
3) 、
高
松
政
雄
『
日
本
漢
字
音の
研
究』

(
風
間
書
房 、
昭
幻・9)
の
二
著
が
特
筆
さ
れ
る 。
前
者に
は
高
松
政
雄(『国

語
と
国
文
学
』

印
|
3 、
昭
お・
3) 、
木
田
章
義・
森
博
達
(『
均
社
論
叢』
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日 、
昭
お
・
5) 、
小
倉
肇
(『
国
語
学』
問 、
昭
m
-
U)
ら
の
的
確
な
書
評

が
あ
り 、
後
者
に
も
馬
淵
和
夫
(『
図
語
と
国
文
学』
印
|
6 、
昭
日
・
6) 、

林
史
奥
(『
国
語
学』
問 、
昭
犯・
9)
な
ど
の
書
評
が
あ
る
の
で
内
容
の
紹
介

を
省
く
が 、
前
者
は
浩
品開
な
資
料
の
調
査・
分
析
に
も
と
づ
く
具
体
的
事
象
の

考
究
が 、
後
者
は一
貫
し
た
史
観
に
よ
る
日
本
字
音
史
の
解
釈
が
特
徴
的
で
あ

る 。
方
法
は
異
な
る
が 、
と
も
に
現
今
の
漢
字
音
研
究
の
成
果・
水
準・
方
向

を
示
す
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

丁
邦
新
『
貌叫円
音
韻
研
究』
(
の
E
2
8
HUFOロo-o四『
O『
子市
毛
E・
g-z

HMm
ユO
《ケ
河町内リ口口凹門『Enzoロ
O『
Hrm
司】ロ白-凹
曲目
見02巾n
g仏
』口
問Uo
gH
UJ

E斗印) 、
坂
井
健一
『
貌
晋
南
北
朝{子
音
研
究』
(
昭
印
・
3)
な
ど 、
前
『
切

韻』
期
の
字
音
研
究
が
刊
行
さ
れ 、
呉品目
系
字立国
の
日
可
8
3丹市
日
さの
な
特

徴
や
呉車日
系
字
音
の
系
統
そ
の
も
の
が 、
乙
れ
ら
中
国立目
韻
史
研
究
の
成
果
を

利
用
し
て
考
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
新
し
い
傾
向
で
あ
る 。
ζ
の
よ
う

な
方
向
で
の
論
と
し
て 、
高
松
政
雄
「{子立日
「

惑ワ
クL
「

軟ナンL
に
つ
い
て」

(『
国
語
国
文』
日
1
5、
昭
貯・
5) 、
沼
本
克
明
「
侯
韻
字
の
仮
名
書
音
形
を

通
し
て
探
る
呉
音
の
祖
系
音」
(『
国
語
国
文』
臼
1
1 、
昭
見
・
1)
な
ど
を

あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る 。
高
松
が
「
惑ワ
ク」「

軟ナン」
を
「
前
切
韻
音
に
属
せ

し
め
得
る
音
形」
で
あ
る
と
し 、
「
我
が
中
古
呉
音
に
お
け
る
重
(
複)
層
性

を
肯
定
す
る
乙
と
が
出
来
る」
と
言
う
の
に
対
し 、
沼
本
が
H

非
切
韻
音
形d

を
H

方
言
性d
と
し
て
説
明
す
る
立
場
か
ら
「
斯
く
て 、
日
本
呉
音
は
六
朝
期

方
音
体
系
の
移
植
に
よ
る
も
の
で
あ
る
事
の一
傍
証
を
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か」
と
述
べ
る
点
は
対
照
的
で
あ
る
が 、
勿
論
グ

重
層
性d
と
グ

方
言
性d

は 、
日
本
字
音
に
お
い
て
背
反
的
概
念
で
あ
り
得
な
い 。
も
っ
と
も 、
沼
本
の

よハ
朝
期
方
音
体
系
の
移
植H
が
口
語
音
の
グ

移
植d
を
意
味
す
る
の
だ
と
し

た
ら 、
問
題
は
小
さ
く
な
い
で
あ
ろ
う 。
い
ず
れ
に
し
て
も 、
文
献
的
事
実
や

再
構
音
と
の
部
分
的
類
合
性
か
ら
さ
え 、
特
定
す
る
乙
と
の
困
難
な
共
時
態
と

の
関
連
を
P

証
明H
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に 、
日
本
呉
音
の
難
し
さ
が
あ

る
よ
う
で
あ
る 。

馬
淵
和
夫
「
三
内
説
に
つ
い
て」
(『
中
川
善
教
先
生
頒
徳
記
念
論
集

仏
教

と
文
化』
昭
関)
は、
H
悉
曇
連
声
説
ら
音
図
説H
グ
相
通
説H
K
見
え
る
Jニ

内
説d
お
よ
び
奈
良
時
代
末
t

平
安
時
代
初
に
お
け
る
和
音
の
実
態
か
ら 、
Jニ

内
説d
の
発
生
を
奈
良
時
代
中
期
の
和
音
学
習
に
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で 、

示
唆
に
富
む
論
で
あ
る 。
な
お 、
林
史
典
「
日
本
の
漢
字
音」
(『
日
本
語
の
世

界』
4 、
昭
幻
・
6)
に
は 、
日
本
字立自
に
お
け
る
韻
尾
の
統一
的
解
釈
が
試

み
ら
れ
て
い
る 。

声
調
に
関
し
て
は 、
ω
高
松
政
雄
「
前
国
家
本
色
葉
字
類
抄
の
声
点
に
つ
い

て」
(『
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学』
目 、
昭
幻・
3) 、
ω
向
「
園
舎
に
お
け
る
字

音
声
点
||
陽
明
文
庫
本
新
撰
朗詠
集
を
め
ぐっ
て
||」
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
灯、

昭
幻
・
5) 、
ω
沖
森
卓
也
「
観
智
院
本
類
表
名
義
抄
の
和
音
の
声
調」(『
白
百

合
女
子
大
学
研
究
紀
要』
問 、
昭
閉山-
U) 、
削骨田
山
日
出
夫
「
神
田
本
白
氏
文

集
声
点
考」
(『
訓
点
諮
と
訓
点
資
料』
回 、
昭
お
・
8)
な
ど
が
あ
る 。
そ
れ

ぞ
れ
に
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
が 、
特
に
削
で
は
諸
文
献
の
綿
密
な
比
較
が
行

わ
れ
て
い
て 、
益
す
る
と
乙
ろ
少
な
く
な
い 。

以
上
の
ほ
か
高
松
は 、
「
慣
用
音
成
立
の一
の
場
合
||「不 プ」
l|」(『

国
語
国

文』
日
!

日 、
昭
幻
・
1) 、
「
呉
音
と
等
韻
学
11
日
遠
||」(『

岐
阜
大
学
国
語

国
文
学』
問 、
昭
日
・
1) 、
「
中
世
仏
家
に
お
け
る
呉

育|
心
空
|」(『

国
語

国
文』
臼
1
5、
昭
日
・
5)
で 、
字
音
の
伝
承
過
程
に
お
け
る
諸
問
題
に 、

独
自
の
字
音
観
に
よ
る
す
る
ど
い
解
釈
を
示
し
て
い
る 。

グ
唐
音H
K
関
す
る
研
究
に
は 、
湯
沢
質
幸
に
次
の
二
つ
の
論
が
あ
る 。
ま

ず 、
「
唐
音
の
鼻
音
声
母」
(『
国
語
学』
m 、
昭
幻
・
9)
で
は 、
中
世
(
主
と
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し
て
鎌
倉
時
代)

グ
唐
音d
の
疑
母の
現
れ
方に
着
目
し
て 、
そ
れ
が
『
中
原
音

韻』
よ
り
が

古
態d
を
示
し
て
い
ると
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る 。
「
江
戸
初
期
韻
学
に
お
け
る
唐
音」
(『
国
語
国
文』
日
!日 、

昭
幻・

日)
は 、
文
雄
以
前
の
グ

韻
学H
に
お
け
る
グ

臨呈日H
の
受
容
と
そ
の
意
味
に

つ
い
て
考
察
し
た
論
で 、
『
韻
鏡』
注
釈
書の
検
討
を
通
じ
て
文
雄
の

H
韻
学d

と
H

唐
音H
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 。

な
お 、
字
音の
表
記
に
関
す
る
もの
に
は 、
春日
和
男
「
簸
音の
表
記
と
そ

の
限
界」
(『訓
点
諮
と
訓
点
資
料』
目 、
昭
幻・
5) 、
柴
田
昭二
「
仮
名
書

き
経
典に
お
け
る
字
音
表
記

||仮名書き経典に関する党え魯きω
||」

(
香
川
大

学
『
国
文
研
究』
8 、
昭お・
9)
な
ど
が
あ
る 。

あ

と

カT

き

紙
数
が
尽
き
て 、
な
お
手
許
に
は 、
触
れ
る乙
と
の
で
き
な
かっ
た
論
文の

カ
l
ド

が
分
厚
く

残さ
れ
て
い
る 。
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
を
受
け
な
が
ら 、
その

多
く
に
言
及
で
き
な
かっ
た乙
と
は 、
何と
し
て
も
心
残
り
で
あ
る 。
取
り
上

げ
た
もの
に
つ
い
て
も 、
自
分の
非
力
に
よ
る
誤
解
か
ら 、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆

者
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
強
迫
観
念
に
襲
わ
れ
る 。
取
り
上

げ
方
が
繁
簡よ
ろ
し
き
を
得
な
い
の
も
気
に
入
ら
な
い 。
こ
の
よ
う
な
偏っ
た

「
展
望」
を
お
自
に
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
なっ
た
乙
と
を
改
め
て
お
詫
び

す
る 。

在員(史的研 究)

||
筑
波
大
学
助
教
授
||

3包
日
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